
外部環境【 施設テーマ 】
✓ 海の京都宮津
✓ 観光振興に資する情報を発信し、住民と来
訪者との交流を促進するとともに、地域産業
の振興及びまちなかの活性化を図る。

脅威 Threat機会 Opportunity
1.「海」・「海産物」に関連する競合施設が複数ある(特に
舞鶴港とれとれセンター、ととまーと、田井宮津ヨットハー
バー)。
2.道の駅の機能と競合する施設として「ミップル(1階及び2
階)がある。
3.価格が高いという声がある。
4.景観維持に関する意見が確認されている。

1.市総合計画で道の駅及びととまーとの活性化とその効果
を中心市街地のにぎわい創出に波及させることが謳われ
ている。
2.コロナ禍を経て、国内外の来訪客の回復傾向がある。
3.”もっと”海を実感したいという声がある。
4.飲食店追加や気軽に食べられる     のニーズがある。
5.ペットと共に過ごしたいというニーズがある。
6.子供の遊び場の充実を求める声がある。
7.夜間営業を求める声がある。
8.利用者の大半が自家用車で来訪している。
9.道の駅第3ステージで地域センター化等が掲げられてい
る。

1.海に面しているロケーション
2.海だけでなく「山」や「川」も施設近くにある。
3.天橋立という日本を代表する景勝地や伊根の
舟屋という観光地がある。
4.近代化の歩みを感じることのできる町並み・建築
物を有する。
5.農産物等直売所の来場ピークが夏・冬の2回あ
る。
6.徒歩圏内に歴史ある宿泊施設が複数ある。
7.市民が植えた芝生を有する広いオープンスペース
が隣接する。
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2.道の駅として目立っていない。
3.駐車場が使いづらい、少ない。
4.授乳室がない。
5.飲食店が1店舗のみ。
6.現状、盲導犬以外はペット同伴の入店不可。
7.活気が乏しい。
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【 積極的攻勢コンセプト 】

道の駅を宮津の
海・歴史の入り口として機能させる！
⇒(O-1,2,9)×(S-3,4,5)

宮津をきっかけとした海の京都旅行
の思い出を持ち帰って頂く！
⇒(O-1,7)×(S-3,6,7)

【 弱点克服・転機コンセプト 】

十分な規模の道の駅で
国内外の多くの人と賑わいを生む！
⇒(O-1,2,4,5,6,9)×(W-1,4,5,6,7)

【 差別化コンセプト 】

海だけじゃない！「山」・「川」・「歴史」
もある！
⇒(T-1,2,4)×(S-2,4)

【 撤退・改善コンセプト 】

―

統合

テーマ・コンセプト等の検討状況

◼過去２回の検討委員会を含むこれまでの検討結果で得られた主な情報をインプットとした「SWOT・クロス分析」を行い、施設テーマ（案）・コンセプト（案）等を検討しました。

◼次に、当該施設テーマ（案）を具体的な導入施設に繋げるまでの構成要素等を整理・検討し、結果を体系図の形で可視化しました。

◼なお、「コンテンツ（内容）」の検討は民間事業者の活力（アイデア・ノウハウ）の発揮どころであるため、提案の自由度を与えることが重要です。他方、求めるべき留意点等があれば公募時に事業者に明示する
ことで、市として望ましくない提案を受けるリスクを回避しやすくなります。

第1・２回
検討委員会意見

出口アンケート
調査

関連事業者
ヒアリング調査

関連する
上位計画等

➢ これまでの検討結果から、「海の京都宮津」や「観光振興に係る情報発信」とい
う現在のテーマ相当への否定的な意見はなく、「利用者等が連想するイメージ
と実際に提供されるサービス・施設内容とのギャップに物足りなさを感じている」
点が問題と捉えます。

➢ この要因は、テーマ（土台）とコンテンツ（内容）・機能・施設の間を繋ぐ“コン
セプト（軸）”が不明瞭であることと考えます。

➢ そこで、上位計画や出口アンケート調査結果等をインプットとした「SWOT・ク
ロス分析」を行い、テーマの具現化に繋がるコンセプトを検討しました。

➢ その結果、上図に記載する「３つのコンセプト」を案として整理しました。

➢ 「海の京都宮津」等のテーマ（土台）を具現化する際のコンセプト（軸）の案
は下記の３つです。

• コンセプト１：十分な規模の道の駅で国内外の多くの人と賑わいを生む

• コンセプト２：道の駅を宮津の海・歴史の入り口として機能させる

• コンセプト３：宮津をきっかけとした海の京都旅行の思い出を持ち帰って頂く

➢ また、上記コンセプト（案）及び対象敷地・既存施設の現状等を踏まえ、導入
機能・導入施設の案を検討・整理しました。

➢ 民間事業者には、コンセプトに基づき各導入機能を具現化するコンテンツ（内
容）について、ノウハウを発揮した効果的な提案を期待します。
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達成したい目的を表す
もの、「土台」
（例：観光振興）

テーマを実現するため
の具体的な切り口、
「軸」（例：●●の情
報発信拠点）

実際に提供される
「サービス内容等」
（例:●●を活用した
飲食メニューの提供）

（例:飲食機能）

（例:レストラン）

構成要素 概要・例

✓ 海の京都宮津
✓ 観光振興に資する情報を発信し、住民と来訪者との交流を促進するとともに、地域産業の振興及びまちなかの
活性化を図る。

道の駅機能拡充の施設テーマ～導入施設の体系図（案）

飲食
土産

（直売等）
子育て対応
・外国人対応

観光案内駐車 憩い・誘い ペット対応
付帯事業
（任意）

飲食施設 物販施設
観光交流センター
（授乳室設置）

駐車場 広場 ドッグラン
付帯施設
（任意）

民間事業者の活力（アイデア・ノウハウ）の発揮どころ
（他方、求めるべき留意点等があれば要明示 例：IT活用／ソフト面の対応／周辺との連携）

【コンセプト１】
十分な規模の道の駅で

国内外の多くの人と賑わいを生む

【コンセプト２】
道の駅を宮津の

海・歴史の入り口として機能させる

【コンセプト３】
宮津をきっかけとした海の京都旅行

の思い出を持ち帰って頂く


